














































































































































































間を走る 50 m 幅のさぬき浜街道に並列するよう

















































































































































































































1954）（図 2）。専売制下における 3 度の塩業整備
にかかわらず残存してきた坂出の塩田も，1971
（昭和 46）年の第 4 次塩業整備の結果，讃岐塩業
の 1 社のみが現在まで製塩業を行っている（重見
1972：35）。坂出市の塩田の規模の特徴は，他の地
域（一般には 1 塩戸 1.5 ha から 2 ha）と比べ 1 塩戸




























衝緑地との通り道となることが写真 2 と写真 4 を
比較することで読み取れる。
　その後，1941（昭和 16）年から 1943（昭和 18）
年には東大浜の北側が軍需用地に転換された。そ







































































































 ＊3―別名瀬戸中央自動車道。1978（昭和 53）年 10 月
に着工し，1988（昭和 63）年 4 月に開通した。
斜張橋の岩黒島橋やトラス橋の与島橋，吊橋の
北備讃瀬戸大橋などの 6 つの橋により構成され









































194 万人の人員と 3 年半を費やして，1829（文政
12）年に 131 町歩（約 130 ha）という大規模な
塩田を築造した（日本専売公社編 1982：411-
412）。
＊10―1910（明治 43）年から 1911（明治 44）年に行わ
れた第 1 次塩業整備により廃止され塩田は 1,946












ち，廃止された揚浜式塩田は 580 町歩中 409 町
歩（廃止率 70.6％）であるのに対して，入浜式








 　次の 1929（昭和 4）年から 1930（昭和 5）年
に行われた第 2 次塩業整備では，日本全体で
1,274 ha の 塩 田 が 廃 止 さ れ た。瀬 戸 内 で は
4,934 ha 中 383 ha（残存率 83.0％）が，瀬戸内以
外では 870 ha 中 436 ha（残存率 49.9％）の塩田
が廃止され，瀬戸内への塩田集中率は 1928（昭
和 3）年の整備前の 85.0％ から整備後の 1994





























1879（明治 12）年には 58.0％ であったが，1905
（明治 38）年の専売制度成立時には 2.9％ に，さ








＊12―第 4 次塩業整備後の 1972（昭和 47）年時点にお
いて，出塩業 17 ha のうち，1.48 ha は坂出自動
車 学 校 の 練 習 場 と な り，埋 立 て 造 成 地 が
5.52 ha，工場敷地が 0.4 ha となり，塩田全体の
43％ が転用済みであるが，57％ は空き地となっ
ていた。その後，旧大藪浜 31.45 ha に加えて新
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